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 論文審査の結果の要旨
 鹿野和彦提出の論文は,裏日本新第三紀中新世の代表的な珪質頁岩層である女川層を研究対象
 として,その珪質岩の堆積ならびに続成過程を明らかにすると同時にチャートの続成成因説を検
 討したものである。
 研究対象地域として,新第三系の標準層準地域である男鹿半島の他,秋田県岩見三内(太平
 山南埜部),亀田油田(出羽丘陵)・秋田油田地域を選び・これらの地域の女川層について先ず
 堆積学的研究を行なった。結果として女川珪質頁岩は,一般に律動互層をなし,普遍的にみられ
 る堆積構造として4つの型のあることを認め,これらの珪質岩は,火山性の高まり,浅海などに
 一度堆積した珪質堆積物が,混濁流によって深海に再堆積したものであることを明らかにした。
 次に珪質岩の主な構成物である珪酸相の鉱物学的研究および珪質岩の岩石学的研究から,珪酸
 相の分布が一般に上位層から下位層へ向って,非晶質珪酸(Opa卜A)帯,Opal-CT帯,石
 英帯の順に配列し,しかも地層境界とは斜交する事実を認め,これらの事実が・熱水条件下にお
 ける珪酸の相転移の実験結果ともよく符合することを明らかにした。そして結果として,このよ
 うな珪酸相の分布は,逐次相転移Opal-A一・Opa1-CT一・石英によって支配されるとする速
 度論的な立場からよく説明されることを示した。
の
 さらに続成作用の進行におけるOpa1-CTの4,1A付近の回折線のd値の変化が,一次反応
 速度式によって説明できることを実験的に明らかにし・また天然の観察結果にも適用できること
 を示した。そしてd値の変化とともにOpal-CTの赤外吸収スペクトルも変化することを見出
 し,d値の変化や,赤外吸収スペクトルの変化が,主にクリストバライトの生成量に依存してい
 ることを示唆した。
 本研究は,既述のように定説のなかった女川層の珪質岩の起源を明らかにするとともに,チャ
 ートの成因について注目すべき知見を与えている。またOpa1-CTの構造変化に関する速度論
 的知見は,堆積岩の経た熱史を定量的に考察する一つの有力な手がかりを与えたものである。よ
 って審査員一同は,鹿野和彦提出の論文は,理学博士の学位論文として合格と認める。
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